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Steady Operation Characteristics of Series Capacitors in 
Long~distance Transmission LInes. (Part 1) 
(Effects of Insertion Places for Powers， Currents， Power.factors and 
Capacitor Capacities， and Comparison with Parallel Capacitors.) 
Goro Miura 
Abstract 
The r巴seach here is intended to quantitatively clarify the effects 
of insertion plac邑S of series cap3citors for some st田 dy-stateoperation 
characteristics of a high voltage transmiS8ion Jine， of which points hav己
be~n kept indi8tinct so far. Investigations ar0 mad巴 bynumerical examples 
for wattand watt-less pow，己r8of sending and r己cievingends， power-factors， 
lin巴 curr巴ntsof both ends， capacitor curr邑nts，and 80 on. 
As line resistanc巴sare neglected toge~her with lin己 leakancehere to 
simplify their mathematical tr巴atis巴'，theformulae introducing numばicaIlabors 
ar占 rath巴r01 simple ones. ParalleI capacitors are discussed also， mainly to 
compare their characteristics to that of seri田 capacitorprobJems. 
Author considers that physical interpretation are applicable to more com. 
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木稿で、はすべて送電定数を， PovejsiI氏等T の提唱する特性インピーダンス負荷 (kVA)， 
変圧器高圧関電庄 (kV)を基準量とする単位法によって去現した。このl!iは送電視の特性イン
ピーダンス Zoが基準インピーダンスとなり，したがって定事件1 B， C は不Tr数となり取扱
いがl甚だ容易である。
(kV)2 
特性インピーダンスニ町二zγ一 x 10"(kW) 
すなわち送電根 lkm当りの直列インピーダンスを、 r斗fx(n)，並列リアクタンス(リー
カンスは無視)を jx' ([1)， 全線長てと l(km)とする!r、?ー は特性インピー グ、ンス Z。は
Zoニ、/び干}記(二云')宇、/云7・ε'}I;
Zo=>/是正' (1) 
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長距J経送電線におげる直列コシデンサの定態運転特性， 3 
ただし L ニ l/~仁 (radian) (4) 




L =(2. 06x 10-つJX-65× 1307=〔1.057X10一つJ (5) 
となる。




ある。したがっていま直グリコンデンサ丸， (単位法〉をおく場合の間限度 α は
??，? ?? ?? (6) 










? ?? ??? ?
??
( 7 ) 
を用いる。
θ-L f 2.~ 
一】
cosf)宇1-'2 






C 3 ) 
4 1il ヨi ~ß 
宇(1+8つ(sinθイjcos8)
ゴ+j(l十ζ)
これらの近似を (3)式に代入する。なおその際既に述べたごとく ， 10く1であり普通の高圧
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ゲじぷニ上-1M~2 平 2 ， CZ， 1，)2M 
考える。
tí~ 1図 TI¥列コ νデンサ補償
柿むz
の全長 1VにJ亡と対する5完定t主:数を A，s， C， D とすれば， 補償時の 4定数、は次のごとくなる。
C ，1 ) 
長距離送信線における出列コシデンザの定態運転特性 わJ 
A' = A -j XCAl C 2 
8' = 8 -j XCA1D2 
C'=C-jxcC1C， 




A'=cosL十五 ~sinL一向(2m-1)d2 l ~-""-- ~_._，_... -/-J 
Pト，-勺吋f巾.
CI乍=寸As伊i口叫L十 : ( -m L十ω (2m-吋]
DI=cosL十JtJ山 L十sin(2m-l)L ~ 2 l~."'~' UH'，_'" ~/-j 
(11) 

















































































マ11ニが叫 --2~~ { 
(15) 




























第 7[舗は規長 4α}kmに相当する場合の 3 定
数 AII，BiIにつし、て求めたものである。
一-~!iI
o 0，1 0.2 0.3 0，4 0.5 0，6 n.'i 0，8 0・¥J 1.0 
ー一歩削
a).概説 ~S 7図 lニ 450kmに相当する送電定数
i出J8il1J]を_i[にとる時は， .r:6.受首各端における電
力は
( 7 ) 
8 ili 五 点目
PrニーすEr2cos(α-βHJEsEωs(e-β)
Ps=-~Es"C州一β)-J EgE，.cos(川〉
Qr= - ~-E/sin(αβ)+すE8Ersin(e -β〉
Qsニ 2E泊 (0一β〉十一;ESr似 θ十β〉







l' = tan A--=AE，.cos(α一β〉十E8cos(e-β)
















4定数に A'，B'， C'， D'を用いる。
(i) 送電端力率



























第 8~11図は， lニ 563km，Es = 1.10， E，. = 1.00に対する場合の送受電端力率 COS(ts，
cosや?及び無効電力 Qg，Qγを求めたものである。
c).並列コンデンサ走入れる場合
(21)式に4定数 A"，B"， C"， D" を用いるだけで，i也は訪問様に扱う。即ち送電端力
率は
E，.coseミD"Es=E{cosLーよ (sinL一山2m一川]{組 問
















の70，4 0，6 0.6 
-m 



































































討に ]三竺fj一三三 cosLにしたがい s'mi日記 β"l11i口
ι ，- 1十Xc'
上に (6)式の αを入れさらに皆通 L三0.5として
cosLキ1-0.5U
の近似を行う時は




















b). ~電端挿入場合 (mニ 1)
~h'f;負 MJ 時の受首都屯)~および送電紺目主流は，最大で一定値で、ある。一定というのはコンデン





受電端短絡時の受電端電流は最大値になるo OIUI話jで河 J 最/Jイ直〉
d).受電端短結時の送電端電流が最大となるごとき，コンデンサの押入点は次のごとき値の
m 点である。
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